
給
与
の
決
定

　

苫
小
牧
市
職
員
の
給
与
は
、
生

計
費
を
は
じ
め
、
国
家
公
務
員
や

他
の
地
方
自
治
体
職
員
、
民
間
企

業
の
従
業
員
の
給
与
な
ど
を
総
合

的
に
考
慮
し
た
「
苫
小
牧
市
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
給
与
に
関
す
る
予
算
は
毎
年
、

市
議
会
の
審
議
を
経
て
決
定
し
て

い
ま
す
。

職
員
を
適
正
に
配
置

   
市
職
員
の
定
数
は
、
国
が
示
し

た
定
員
モ
デ
ル
や
他
市
の
状
況
、

市
の
行
政
需
要
を
考
慮
し
て
適
正

な
配
置
に
努
め
て
い
ま
す
。

任
用
の
状
況

服
務
の
状
況
　

平
成　

年
度
の
服
務
規
律
確
保
の
取
り

２０

組
み
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利
益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っ
ては、全力を挙げてこれに専念しなければな
らない（地方公務員法第３０条）。また、職員に
は以下のことが求められています　�法令な
どと上司の職務上の命令に従う義務　�信用
失墜行為の禁止　�秘密を守る義務　�職務
に専念する義務　�政治的行為の制限などに
関する規定の遵守

勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
の
状
況

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
一
般
職
員
の
勤
務
時
間
、
平
成　

年

２１

２０

度
の
年
次
有
給
休
暇
平
均
取
得
日
数
、
介
護
休
暇
取
得
者
数
な
ど
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
定
数
は「
苫
小
牧
市
職
員
定
数
条
例
」で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
１
千　

人
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
と

２１

８３７

２０

比
較
し
て　

人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４９

「
地
方
公
務
員
法
第　

条
の
２
」お
よ
び
「
苫
小
牧
市
人
事
行
政
の
運
営

５８

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
６
条
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
職
員

の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
と
公
平
委
員
会
の
業
務
状
況
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集Ⅲ

市
職
員
の
給
与
と
人
事

服務規律確保の取り組み （平成２０年度）
綱紀保持など公務員倫理取り組み

綱紀の保持、安
全運転の励行と
交通事故・違反の
防止などの周知
徹底

職員の意識やモラル
の向上を促し、不祥
事の再発防止と市民
から信頼される職員
の育成など

内容

所属長または職
員に対する通知
など

職員の各階層別に実
施する公務員倫理研
修と、受講した管理
職による職場研修の
実施

周知方法
など

� 採用者数と退職者数（平成２０年度）

退職者数（人）採用者数（人）

８５（１２）３５（２４）一 般 部 局

４２（０）６１（０）市 立 病 院

８（０）１０（０）消 防

１８（１４）０（１５）教 育 委 員 会

１５３（２６）１０６（３９）合 計
（　）は再任用職員で外数

※平成２０年４月１日から２１年３月３１日までの新
規採用者および退職者

� 育児休業、介護休暇取得者数
（平成２０年度）単位：人

介護休暇育児休業区分

００男 性

０２５女 性

０２５計

� 一般職員の勤務時間
（平成２１年４月１日現在）

３８時間４５分週の勤務時間

月曜日～金曜日勤 務 日

８時４５分～１７時１５分勤 務 時 間

１２時～１２時４５分休 憩 時 間

※本庁勤務の場合。２交代、３交代の場合
は週３８時間４５分を原則に割り振り
※休憩時間は、労働基準法で定められてい
る休憩時間

� 年次有給休暇平均取得日数
（平成２０年度）

１０．７日（１年度２０日付与、現年度分のみ２０
日を限度に繰り越しが可能）

� 職員数
対 前 年
増減（人）

職員数（人）区　分
２０年度２１年度部　門

０１３１３議 会

一 般 行 政
部 門

△６２００１９４総 務
０７６７６税 務

△９１９６１８７民 生
△３９６９３衛 生
△１６５労 働
０７７農林水産
４２０２４商 工

△１０１１３１０３土 木
△２５７２７７０２小 計
△５１９４１８９教 育

特 別 行 政
部 門 １２２１２２２消 防

△４４１５４１１小 計
１１４２７４３８病 院

公 営 企 業
会 計 部 門

△６９０８４水 道
△８６０５２交 通
△７６９６２下 水 道
△１０９８８８そ の 他
△２０７４４７２４小 計
△４９１，８８６１，８３７合　　計

※職員数には特別職、苫小牧港管理組合派遣職
員、臨時職員、非常勤職員は含まない

服務の根本基準
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人
事
研
修
課　
�
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８
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給
与
厚
生
課　
�
（　

）６
１
８
３

３２

詳細

人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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長
年
に
わ
た
り
苫
小
牧
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

活
躍
が
顕
著
な
方
の
努
力
と
功
績
を
た
た
え
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
自
治
貢
献
者
に
4
人
の
方
を
決
定
し　

月
２
日
に
表
彰
式

11

を
行
い
、
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
渡
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
功
績
を
た
た
え
て

文 化 賞文 化 奨 励 賞

自治貢献者表彰

２０年の長きにわたり
保護司として従事さ
れ、地方自治の振興
発展に貢献。

２０年の長きにわたり
統計調査員として従
事され、地方自治の
振興発展に貢献。

３６年の長きにわたり
消防団員として従事
され、地方自治の振
興発展に貢献。

昭和２５年に美術協会員に推挙
されて以来、道内各公募展に出
展し数々の賞を受賞。さらに、
美術協会の事務局長として、長
きにわたり同会の中心的役割
を果たす。また、各種美術展な
どを開催し、市民の美術鑑賞の
機会づくりに努めるなど、本市
の美術文化の発展向上に貢献。

昭和５６年に詩吟サークルを主
宰して活動を始める。平成１４
年には文化交流センターサー
クル連盟会長に就任し、会の発
展に尽力。また、同連盟と地域
の学校が連携して伝統文化を
伝える「子ども体験教室」を立
ち上げ評価を得るなど、本市の
社会教育の発展向上に貢献。

自治貢献者表彰は、市の付属機関の委員や公共団体の役員など長年務め、地方自治の振興
と発展に尽くされた方の功績をたたえるものです。

文化奨励賞は、市の文化の発展向上に関し実績が顕著
であり、今後の活動が特に期待される個人または団体
に贈られるものです。

文化賞は、市の文化の発展向
上に関し実績が顕著である個
人、団体に贈られるものです。

Kouichi Simizugashira
清水頭　浩一さん

昭和４４年の創部以来、市内野球
大会で数多くの優勝、準優勝を
飾り、朝野球を代表するチーム
として活躍。その間、全道・全
国大会にも出場し、本市の高水
準な野球レベルを全国に知ら
しめる。また、地域では朝野球
の普及拡大に尽力し、本市のス
ポーツ文化の発展向上に貢献。サカイスポーツ野球部

文
化
向
上
発
展
の
功
績
を
た
た
え
て

平
成　

年
度
の
文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
式
が　

月
３
日
に

２１

１１

行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
文
化
賞
に
1
人
、
文
化
奨
励
賞
に
1
人
と

1
団
体
を
決
定
し
ま
し
た
。

Jun i ch i r o Yokoyama
横山　順一郎さん

T a k a o K a n o u
加納　孝雄さん（澄川町 2丁目）

M a s a y o s h i S u g a w a r a
菅原　正良さん（新富町 2丁目）

K a n e y o s h i S a i t o
齋藤　謙吉さん（字植苗）

K o u j i U j i i e
氏家　恒司さん（花園町１丁目）
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自治貢献者表彰、文化賞、文化奨励賞受賞者を紹介します 特集Ⅱ
栄誉をたたえて

詳細　秘書広報課　�３２-６０９６・文化振興課　�３２-６７４９

４０年の長きにわたり
消防団員として従事
され、地方自治の振
興発展に貢献。


